
令和 6年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00063

施策 28 次世代への歴史・文化の継承

目標 08 文化を育み継承し、スポーツに親しむことのできるまち

施策担当課 生涯学習推進課 関係課 総務課　文化・交流課　中央図書館

施策目標 ○伝統的な歴史や文化が継承され、区民が地域に対する魅力に誇りを持ち、郷土愛が一層育まれています。
○区民の愛郷心が醸成されるとともに、文化都市としてのイメージが根付き、区内外に定着しています。

活動指標 成果指標

杉並区文化財指定登録総件数 歴史や文化などが、まちに根付いていると思指標名（１） 指標名（１） う区民の割合
杉並区文化財を指定登録した件数 区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

企画展・講座・教室等事業実施回数 郷土博物館の観覧者数指標名（２）指標名（２）

郷土博物館の来館者数及び出前型事業の来場者数【行政算式・指標説明算式・指標説明 】

指標名（３）指標名（３）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（４）指標名（４）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 4年度 令和 5年度令和 3年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

件活動指標（１） 1 150 151 151 152 152
活

回活動指標（２） 2 26 50 40 40 35動
指 活動指標（３） 3
標

4活動指標（４）

％5成果指標（１） 5.1 5.0 4.2 6.0 4.5 15.0％ 令和12年度

人6成果指標（２） 38,000人27,744 30,000 30,915 31,000 31,007 令和12年度
成

7成果指標（３）果
指 8成果指標（４）
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 21,362 30,974 29,622 109,382 104,640
文化財案内表示板及び
文化財標柱の建替えを施 人件費 12 千円 100,752 101,801 100,008 105,078 114,965
実施したため、事業費
が増額しました。策 総事業費 13 千円 122,114 132,775 129,630 214,460 219,605

(11+12)
コ

国・都からの補助金等 14 千円 2,550 2,700 814 2,700 860
ス
総事業費伸び率 15 ％ 6.2 61.5 69.4ト （計画、実績の対前年度比）

人件費比率 16 ％ 82.5 76.7 77.1 49.0 52.4
（12÷13）

IP27PAD0



　郷土博物館の収蔵庫及び発掘調査で出土した遺物の保管場所は、いずれも飽和状態となっている中
、区指定・登録文化財所有者の世代交代により管理できなくなった資料の寄贈・寄託等によって資料
数は年々増加しています。歴史資料や文化遺産を次世代に確実に継承していくためには、収蔵スペー
スの確保が喫緊の課題となっています。
　また、区内の文化財を適切に保存・活用していくため、文化財保護ボランティアの活動の拡充とと

課題・分析 もに、文化財の活用の一環として、デジタルアーカイブ化による広範な情報発信が求められます。た
だし、紙媒体資料の公開に際しては、著作権者の許諾等の必要な対応が課題となっています。

　区民が歴史・文化に親しむ機会として、郷土博物館本館では、杉並の地域に根差した題材でありな
がらも区の内外にアピールできる魅力ある特別展や企画展を実施するほか、これまで非公開となって
いた区指定文化財のレプリカを製作し、常設展示を実現しました。分館においても区民参加型展示を
実施するだけでなく、関連するパネル展示を永福図書館で出前型展示として実施しました。また、区
民、児童・生徒の学びの場となるよう、古文書講座や親子博物館教室等を実施しました。これにより
、年間を通じた観覧者数は、目標値を上回る31,007人となりました。
　区内所在の文化財については、表示板等の建て替えのほか、それらを活用したクイズラリーを実施
し、文化財の周知及び区民が区内所在の文化財に親しむ機会の充実を図りました。施策の成果
　このほか、令和6年度の「荻外荘」の一般公開に向けて、関係資料の調査を陽明文庫と共同で実施
しました。

今後の施策の方向性 現状維持
改

　杉並の地域に根差した歴史や文化を次世代に継承していくためには、歴史的・文化的資料の保存と善
活用を図りつつ、区民がこれらに親しむことができる場や機会を充実させるとともに、杉並の歴史・・
文化を区内外に発信し、区民の愛郷心を一層醸成していくことが重要です。見
　今後も、郷土博物館において区内外にアピールできる魅力ある特別展・企画展の実施や、世代を超直
えた区民の学びの場として古文書講座や親子博物館教室等を開催するほか、埋蔵文化財調査により出し
土した資料や区指定文化財等の公開など、区民が歴史・文化に親しむ機会を様々な形で提供していきの ます。また、令和6年12月から復原・整備を終えた荻外荘の一般公開が開始となりますが、引き続き今後の進め方方 陽明文庫と荻外荘関係資料の共同調査を進め、その成果を展示等に活かしていきます。向 　このほか、区が保有する歴史的・文化的資料を広く周知するため、資料のデジタルアーカイブ化の
検討を進めます。中

長
期
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令和 6年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0006328】【施策名称 次世代への歴史・文化の継承【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 5年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

○ 139,112現状維持文化財調査・保護 ○ 92,620 46,4921502

○ 80,493現状維持郷土博物館の運営管理 ○ 12,020 68,4732504

以下再掲事業分の評価表3

公園等の整備4413
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104,640114,965219,605合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項
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